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(57)【要約】
【課題】化粧品の残余物をよりきれいに掻き落とし、化
粧品容器のサイズを小さく製作し、化粧ブラシに多量の
化粧品が付いて出ることを防止するワイパーを備えたス
クレーパー用化粧品容器を提供する。
【解決手段】本発明によるワイパーを備えたスクレーパ
ー用化粧品容器は、化粧品容器の内壁を掻くスクレーパ
ーに弾性素材のワイパー手段を提供し、スクレーパーの
両側面に側面ブレードを形成することにより、スクレー
パーで掻き落とすことができなかった化粧品の残余物を
よりきれいに掻き落とし、化粧品容器の内部に化粧ブラ
シの端部がもっと挿入されるロッド収容孔を形成するこ
とによって化粧品容器のサイズを小さく製作し、化粧品
容器の上部に調節綿が備えられた調節パッキングを備え
ることによって、化粧ブラシに過量の化粧品が付いて出
ることを防止し、スクレーパーの内面に螺旋状の突起を
形成することによって、掻き落とされた化粧品を下方に
移動させる効果がある。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状化粧品（Ｃ）を内部に収容した後、室外で携帯して使うスクレーパー用化粧品容器
（１）であって、
　前記化粧品（Ｃ）を内部に収容するように上部が開放し、下面に穿孔部（１１）が形成
された円筒形状の容器本体（１０）と、
　前記容器本体（１０）の上部に装着され、前記化粧品（Ｃ）を外部に取り出す化粧ブラ
シ（２１）が下端部に備えられた化粧ブラシカバー（２０）と、
　前記容器本体（１０）の内部に備えられるもので、下部に前記穿孔部（１１）を貫く回
転ロッド（３１）が備えられ、上部に前記容器本体（１０）の内側面と接触する曲面板状
のスクレーパー（３２）が備えられ、前記スクレーパー（３２）の一面に垂直方向に凹設
されたワイパー収容溝（３３）が形成されたスクレーパー手段（３０）とを含んでなり、
　前記ワイパー収容溝（３３）には、前記スクレーパー手段（３０）が回転するとき、前
記容器本体（１０）の内側面に接触して前記化粧品（Ｃ）を掻き落とすように垂直方向に
伸びた弾性素材のワイパー手段（４０）が備えられることを特徴とする、ワイパーを備え
たスクレーパー用化粧品容器。
【請求項２】
　前記ワイパー手段（４０）は、前記容器本体（１０）の内側面に接触するように前方に
ワイパーブレード（４１１）が突出したワイパー本体（４１）と、前記ワイパー本体（４
１）の外側面を覆った状態で固定されるように前記ワイパーブレード（４１１）が貫通す
る貫通孔（４２１）が形成されたワイパー装着具（４２）とを含んでなることを特徴とす
る、請求項１に記載のワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器。
【請求項３】
　前記ワイパー本体（４１）の内側面には、前記ワイパー本体（４１）が前記容器本体（
１０）の内側面に接触したままで回転するとき、支持力を向上させるために多数の固定突
起（４１２）が形成され、
　前記ワイパー収容溝（３３）の底面には、前記固定突起（４１２）が挿入される多数の
突起孔（３３１）が形成されることを特徴とする、請求項２に記載のワイパーを備えたス
クレーパー用化粧品容器。
【請求項４】
　前記スクレーパー（３２）の両側面には、前記スクレーパー手段（３０）が回転すると
き、前記容器本体（１０）の内壁に存在する化粧品（Ｃ）を掻き落とすように前記容器本
体（１０）の内側面方向に伸びた側面ブレード（５０）が形成されることを特徴とする、
請求項１に記載のワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器。
【請求項５】
　前記回転ロッド（３１）の上面には、前記化粧ブラシ（２１）が前記容器本体（１０）
の底面より下側に挿入されるように、前記回転ロッド（３１）の上面から下方に所定の高
さの分だけ凹設されたロッド収容孔（３１１）が形成されることを特徴とする、請求項１
に記載のワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器。
【請求項６】
　前記容器本体（１０）の上部には、前記化粧ブラシカバー（２０）の化粧ブラシ（２１
）が外部に離脱するとき、前記化粧ブラシ（２１）の外周面に接触して過量の化粧品（Ｃ
）を調節するように円筒形状の調節パッキング（６０）が備えられることを特徴とする、
請求項１に記載のワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器。
【請求項７】
　前記調節パッキング（６０）は、前記容器本体（１０）の上端部内側に装着され、前記
化粧ブラシ（２１）が上下方に貫通するように上下面が開放した円筒形状のパッキング本
体（６１）と、前記パッキング本体（６１）の内部に備えられ、前記化粧ブラシ（２１）
が外部に取り出されるとき、化粧品（Ｃ）を吸収するように上下面が開放したスポンジ素
材の調節綿（６２）とを含んでなることを特徴とする、請求項６に記載のワイパーを備え
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たスクレーパー用化粧品容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器に係り、より詳しくは、化粧品
容器の内壁を掻くためのスクレーパーで掻くことができなかった化粧品の残余物をよりき
れいに掻き落とすことができるようにスクレーパーに弾性素材のワイパー手段及び側面ブ
レードが備えられ、化粧品容器のサイズを小さく製作するために化粧ブラシの端部がもっ
と挿入されるロッド収容孔が形成され、化粧ブラシに過量の化粧品が付いて出ることを防
止するように化粧品容器の上部に調節綿を設けた調節パッキングが備えられたワイパーを
備えたスクレーパー用化粧品容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、マスカラ又はリップグロスに使われる化粧品容器はその収容量が少量で、使用
者が手軽く使うことができ、携帯が容易になるように小型に開発されていた。
　このような従来の化粧品容器に対する公開技術文献として大韓民国登録実用新案第２０
－０３９４６６９号が開示されている。図１は従来の化粧品容器を示した断面図である。
【０００３】
　ここで、従来の化粧品容器は、図１に示したように、化粧品（マスカラ液又はリップグ
ロス液）Ｃを収容するように形成された筒状の容器本体２と、前記容器本体２の内部を密
閉するように上部で着脱される栓部３と、前記栓部３の下部に設けられ、前記化粧品Ｃを
外部に取り出して化粧を行うブラシ５が一端部に備えられた化粧ブラシ棒４と、前記容器
本体２の上部に備えられ、前記ブラシ５が外部に取り出されるときにそれに付いている化
粧品Ｃの量を適切に調節するブレード手段７とからなっている。
【０００４】
　このような構成を有する従来の化粧品容器は、前記容器本体２の内部に収容された化粧
品Ｃを前記ブラシ５で外部に取り出した後、使用者の化粧部位に塗布する方式で使われる
。
【０００５】
　しかし、従来の化粧品容器は、前記容器本体２が通常円筒形状に形成され、前記化粧品
容器の化粧品Ｃを全て使った場合、粘性を有する化粧品Ｃの特性上、前記容器本体２の内
壁に残存するため、前記容器本体２の内部に収容された化粧品Ｃを全部使うことができな
い問題点があった。
【０００６】
　また、従来の化粧品容器は、前記容器本体２の内壁に残存する化粧品Ｃが空気と接触し
て一定時間の経過後に固形化するため、前記化粧品Ｃを再充電して使う場合、化粧品Ｃに
異物が含まれる問題点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】大韓民国登録実用新案第２０－０３９４６６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は前記のような従来技術の問題点を解決するためになされたもので、本発明の目
的は、化粧品容器の内壁を掻くスクレーパーに弾性素材のワイパー手段を提供し、スクレ
ーパーの両側面に側面ブレードを形成することにより、スクレーパーで掻き落とすことが
できなかった化粧品の残余物をよりきれいに掻き落とし、化粧品容器の内部に化粧ブラシ
の端部がもっと挿入されるロッド収容孔を形成することによって化粧品容器のサイズを小
さく製作し、化粧品容器の上部に調節綿が備えられた調節パッキングを備えることによっ
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て化粧ブラシに過量の化粧品が付いて出ることを防止するワイパーを備えたスクレーパー
用化粧品容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明によるワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器は
、液状化粧品を内部に収容した後、室外で携帯して使うスクレーパー用化粧品容器であっ
て、前記化粧品を内部に収容するように上部が開放し、下面に穿孔部が形成された円筒形
状の容器本体と；前記容器本体の上部に装着され、前記化粧品を外部に取り出す化粧ブラ
シが下端部に備えられた化粧ブラシカバーと；前記容器本体の内部に備えられるもので、
下部に前記穿孔部を貫く回転ロッドが備えられ、上部に前記容器本体の内側面と接触する
曲面板状のスクレーパーが備えられ、前記スクレーパーの一面に垂直方向に凹設されたワ
イパー収容溝が形成されたスクレーパー手段とを含んでなり、前記ワイパー収容溝には、
前記スクレーパー手段が回転するとき、前記容器本体の内側面に接触して前記化粧品を掻
き落とすように垂直方向に伸びた弾性素材のワイパー手段が備えられることを特徴とする
。
【００１０】
　前記ワイパー手段は、前記容器本体の内側面に接触するように前方にワイパーブレード
が突出したワイパー本体と、前記ワイパー本体の外側面を覆った状態で固定されるように
前記ワイパーブレードが貫通する貫通孔が形成されたワイパー装着具とを含んでなること
ができる。
【００１１】
　前記ワイパー本体の内側面には、前記ワイパー本体が前記容器本体の内側面に接触した
ままで回転するとき、支持力を向上させるために多数の固定突起が形成され、前記ワイパ
ー収容溝の底面には、前記固定突起が挿入される多数の突起孔が形成されることができる
。
【００１２】
　前記スクレーパーの両側面には、前記スクレーパー手段が回転するとき、前記容器本体
の内壁に存在する化粧品を掻き落とすように前記容器本体の内側面方向に伸びた側面ブレ
ードが形成されることができる。
【００１３】
　前記回転ロッドの上面には、前記化粧ブラシが前記容器本体の底面より下側に挿入され
るように、前記回転ロッドの上面から下方に所定の高さの分だけ凹設されたロッド収容孔
が形成されることができる。
【００１４】
　前記容器本体の上部には、前記化粧ブラシカバーの化粧ブラシが外部に離脱するとき、
前記化粧ブラシの外周面に接触して、過量の化粧品を調節するように円筒形状の調節パッ
キングが備えられることができる。
【００１５】
　前記調節パッキングは、前記容器本体の上端部内側に装着され、前記化粧ブラシが上下
方に貫通するように上下面が開放した円筒形状のパッキング本体と、前記パッキング本体
の内部に備えられ、前記化粧ブラシが外部に取り出されるとき、化粧品を吸収するように
上下面が開放したスポンジ素材の調節綿とを含んでなることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　このように本発明によるワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器は次のような効果
がある。
【００１７】
　一つ目、化粧品容器の内壁を掻くスクレーパーに弾性素材のワイパー手段を備えること
で、スクレーパーで掻き落とすことができなかった化粧品の残余物をよりきれいに掻き落
とすことができ、内部に収容された化粧品を浪費なしに全部使うことができる。
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【００１８】
　二つ目、スクレーパーの両側面に容器本体の内壁面方向に伸びた側面ブレードを形成す
ることで、スクレーパーの両側端部が掻き落とすことができなかった化粧品をより強い接
触力で掻き落とすことにより、化粧品の残余物が発生することを事前に防止することがで
きる。
【００１９】
　三つ目、化粧品容器の内部に備えられたスクレーパーの底面に下方に凹設されたロッド
収容孔を提供することで、従来に化粧ブラシの長さの分だけ化粧品容器をもっと長く製作
しなければならない問題点をロッド収容孔の長さの分だけ小さくして化粧品容器のサイズ
を小さく製作することができる。
【００２０】
　四つ目、化粧品容器の上部に、化粧ブラシが外部に取り出されるとき、その外面を拭く
ように内部に調節綿が備えられた調節パッキングを備えることで、化粧ブラシに過量の化
粧品が付いて化粧が不便になる問題点を解決することができるとともに、化粧ブラシを挿
入する場合、残った化粧品が汚く付くことを事前に防止することができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】従来の化粧品容器を示した断面図である。
【図２】本発明による化粧品容器を示した斜視図である。
【図３】本発明による化粧品容器の内部構造を示した部分分解斜視図である。
【図４】図２に示したＡ－Ａ線についての断面図で、ワイパー部の作用を示した断面図で
ある。
【図５】図２に示したＡ－Ａ線についての断面図で、ブレードの作用を示した断面図であ
る。
【図６】本発明によるロッド収容孔の作用を示した部分正断面図である。
【図７】本発明による調節パッキングの作用を示した部分正断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、添付図面に基づいて本発明の一実施例を詳細に説明する。
【００２３】
　本発明によるワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器は、図２～図４に示したよう
に、液状化粧品Ｃを内部に収容した後、室外で携帯して使うスクレーパー用化粧品容器１
であって、前記化粧品Ｃを内部に収容するように上部が開放し、下面に穿孔部１１が形成
された円筒形状の容器本体１０と；前記容器本体１０の上部に装着され、前記化粧品Ｃを
外部に取り出す化粧ブラシ２１が下端部に備えられた化粧ブラシカバー２０と；前記容器
本体１０の内部に備えられるもので、下部に前記穿孔部１１を貫く回転ロッド３１が備え
られ、上部に前記容器本体１０の内側面と接触する曲面板状のスクレーパー３２が備えら
れ、前記スクレーパー３２の一面に垂直方向に凹設されたワイパー収容溝３３が形成され
たスクレーパー手段３０とを含んでなる。
【００２４】
　ここで、前記ワイパー収容溝３３には、前記スクレーパー手段３０が回転するとき、前
記容器本体１０の内側面に接触して前記化粧品Ｃを掻き落とすように垂直方向に伸びた弾
性素材のワイパー手段４０が備えられる。
【００２５】
　一方、前記化粧ブラシカバー２０の内周面には前記容器本体１０の上部を密閉するよう
にネジ部（図示せず）が形成され、前記容器本体１０の上部外周面には前記ネジ部が締結
される容器ネジ部（図示せず）が形成されることが好ましい。
【００２６】
　また、前記容器本体１０の下部には、前記回転ロッド３１に締結され、前記スクレーパ
ー手段３０を回転させる円筒形状の回転取っ手Ｗが備えられることが好ましい。
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【００２７】
　一方、前記スクレーパー３２の内側面には、前記容器本体１０の内部に充填された化粧
品Ｃを前記スクレーパー手段３０の回転時に下方に容易に移動させることができるように
下方に傾いた螺旋状のスクリュー突起（図示せず）が形成されることが好ましい。
【００２８】
　そして、前記ワイパー手段４０は、前記容器本体１０の内側面に接触するように外方に
ワイパーブレード４１１が突出したワイパー本体４１と、前記ワイパー本体４１の外側面
を覆った状態で固定されるように前記ワイパーブレード４１１が貫通する貫通孔４２１が
形成されたワイパー装着具４２とからなる。
【００２９】
　一方、前記ワイパー装着具４２とワイパー収容溝３３の接触面は超音波接着で接着して
前記ワイパー本体４１を堅固に固定することが好ましい。
【００３０】
　また、前記ワイパー本体４１の内側面には、前記ワイパー本体４１が前記容器本体１０
の内側面に接触したままで回転する場合、支持力が向上するように多数の固定突起４１２
が形成され、前記ワイパー収容溝３３の底面には前記固定突起４１２が挿入される多数の
突起孔３３１が形成される。
【００３１】
　そして、前記スクレーパー３２の両側面には、図５に示したように、前記スクレーパー
手段３０が回転するとき、前記容器本体１０の内壁に存在する化粧品Ｃが掻き落とされる
ように前記容器本体１０の内側面方向に伸びた側面ブレード５０が形成される。
【００３２】
　また、前記回転ロッド３１の上面には、図６に示したように、前記化粧ブラシ２１が前
記容器本体１０の底面より下方に挿入されるように、前記回転ロッド３１の上面から下方
に所定の深さだけロッド収容孔３１１が凹設される。
【００３３】
　そして、前記容器本体１０の上部には、図７に示したように、前記化粧ブラシカバー２
０の化粧ブラシ２１が外部に離脱するとき、前記化粧ブラシ２１の外周面に接触して過多
に付いている化粧品Ｃの量を調節するために、円筒形状の調節パッキング６０が備えられ
る。
【００３４】
　一方、前記調節パッキング６０の外周面には、前記容器本体１０の上端部内側に締結さ
れるように、ネジ部が形成されることが好ましい。
【００３５】
　そして、前記調節パッキング６０は、前記容器本体１０の上端部内側に装着され、前記
化粧ブラシ２１が上下方に貫通するように上下面が開放した円筒形状のパッキング本体６
１と、前記パッキング本体６１の内部に設けられ、前記化粧ブラシ２１が外部に取り出さ
れるときに化粧品Ｃを吸収するように上下面が開放したスポンジ素材の調節綿６２とから
なる。
【００３６】
　このように構成された本発明の一実施例によるワイパーを備えたスクレーパー用化粧品
容器の作用を説明すると次のようである。
【００３７】
　本発明によるワイパーを備えたスクレーパー用化粧品容器は、液状化粧品Ｃを内部に収
容した後、室外で携帯して使うスクレーパー用化粧品容器１である。
【００３８】
　すなわち、前記化粧品Ｃが内部に収容された容器本体１０の上部に化粧ブラシ２１を備
えた化粧ブラシカバー２０を提供することにより、使用時に前記化粧ブラシカバー２０を
取り出して使い、非使用時に前記化粧ブラシカバー２０で密閉して便利に携帯することが
できる。
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【００３９】
　この際、前記化粧品Ｃを収容した容器本体１０の内部には、下方に貫通され、前記容器
本体１０の内壁面を掻く曲面板状、つまり杓子状のスクレーパー手段３０が備えられるこ
とにより、前記容器本体１０の内壁面に付いている化粧品Ｃの残余物を容易に下方に掻き
落とすことができる。
【００４０】
　これにより、前記化粧品容器１の内部に収容された化粧品Ｃを浪費なしにすっかり消耗
することができる。
【００４１】
　ここで、前記スクレーパー手段３０の一面には、前記容器本体１０の内壁面に緊密に接
触することができるように垂直方向に伸びた弾性素材のワイパー手段４０が備えられるこ
とにより、前記スクレーパー手段３０と容器本体１０の内壁面の間に流入する化粧品Ｃを
よりきれいに掻き落とすことができる。
【００４２】
　この際、前記ワイパー手段４０は、前記スクレーパー手段３０に装着できるように前方
にワイパーブレード４１１が突出したワイパー本体４１と、前記ワイパー本体４１の前方
面を覆い、前記ワイパー収容溝３３に装着されるワイパー装着具４２とを備えることによ
り、前記容器本体１０の内壁を掻くワイパー本体４１が前記スクレーパー手段３０から分
離されないように堅固に付着させることができる。
【００４３】
　ここで、前記ワイパー装着具４２の内面には前記ワイパーブレード４１１が貫通するよ
うに貫通孔４２１が形成されることにより、前記ワイパーブレード４１１が前記容器本体
１０の内壁面に接触することができる。
【００４４】
　そして、前記ワイパー本体４１の内側面には多数の固定突起４１２が形成され、前記ワ
イパー収容溝３３の底面には前記固定突起４１２が挿入される多数の突起孔３３１が形成
されることにより、前記ワイパー本体４１が前記容器本体１０の内側面に接触したままで
回転するとき、支持力を向上させて、前記ワイパー本体４１が離脱することを事前に防止
することができる。
【００４５】
　一方、前記スクレーパー３２の両側面には前記容器本体１０の内壁面方向に伸びた側面
ブレード５０が形成されることにより、前記スクレーパー３２の両側端部が前記容器本体
１０の内壁に接触する加圧力よりもっと高い加圧力を与えて化粧品Ｃをより多く掻き落と
すことができる。
【００４６】
　また、前記回転ロッド３１の上面には、前記化粧ブラシ２１が前記容器本体１０の底面
より下側に挿入されるように、前記回転ロッド３１の上面から下方に所定の深さだけ凹設
されたロッド収容孔３１１が形成されることにより、既存の化粧ブラシ３１の長さの分だ
け前記化粧品容器１を長く製作しなければならない問題点を前記ロッド収容孔３１１によ
って解消し、化粧品容器１のサイズを小さく製作することができる。
【００４７】
　そして、前記容器本体１０の上部には、前記化粧ブラシカバー２０の化粧ブラシ２１が
外部に取り出されるとき、前記化粧ブラシ２１の外周面に過多に付いて出る化粧品Ｃを拭
くように、内部に調節綿６２を備えた調節パッキング６０が備えられることにより、前記
化粧ブラシ２１に多量の化粧品が付いて化粧が不便な問題点を解決することができるとと
もに、前記化粧ブラシ２１を使ってから挿入するとき、容器本体１０の外部に残余化粧品
Ｃが汚く付くことを事前に防止することができる。
【００４８】
　本発明は前述した特定の好適な実施例に限定されず、請求範囲で請求する本発明の要旨
を逸脱することなしに、本考案が属する技術分野で通常の知識を有する者であれば誰でも
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内に属するものである。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明は、化粧品の残余物をよりきれいに掻き落とし、化粧品容器のサイズを小さく製
作し、化粧ブラシに過量の化粧品が付いて出ることを防止するワイパーを備えたスクレー
パー用化粧品容器に適用可能である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　　化粧品容器
　１０　　容器本体
　１１　　穿孔部
　２０　　化粧ブラシカバー
　２１　　化粧ブラシ
　３０　　スクレーパー手段
　３１　　回転ロッド
　３１１　　ロッド収容孔
　３２　　スクレーパー
　３３　　ワイパー収容溝
　３３１　　突起孔
　４０　　ワイパー手段
　４１　　ワイパー本体
　４１１　　ワイパーブレード
　４１２　　固定突起
　４２　　ワイパー装着具
　４２１　　貫通孔
　５０　　側面ブレード
　６０　　調節パッキング
　６１　　パッキング本体
　６２　　調節綿
　Ｃ　　化粧品
　Ｗ　　回転取っ手
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